
第４章 その他 
 

４－１ 日本の休廃止鉱山の鉱害防止施策 

(1) 鉱山保安法 
金属鉱山の保安を定めた鉱山保安法は、「鉱山労働者に対する危害を防止するとともに鉱害を防

止し、鉱物資源の合理的開発を図ること」を目的に 1949 年制定された。同法は汚染者負担原則に

のっとり、鉱業権者等が鉱害防止義務者として、発生源対策及び坑廃水処理などの適切な鉱害防

止を行うことなどを定めている。 

また、鉱業を停止、中止したあとの鉱業権者の義務としては、第 17 条で、集積場の措置、第

39 条で鉱業権が消滅したあとでも 5 年間は、産業保安監督部長は、鉱業を実施したことによる危

害又は鉱害を防止するため必要な設備を講ずることを命じることが定められている。図－24 に鉱

害の発生と防止策の概要を示す。 

 
出典：経済産業省 原子力安全・保安院 鉱山保安課 

図－24 鉱害の発生と防止策の概要 
 

鉱山保安法での関連条項を以下に示す。 
（集積場等） 

第十七条 鉱業権者は、この法律又はこの法律に基づく経済産業省令により措置を講じなけれ

ばならないものとされる捨石又は鉱さいの集積したもの、坑道その他の経済産業省令で定め

る物件（以下「集積場等」という。）については、これを譲渡し又は放棄した後であっても、

その措置を講じなければならない。 
２ 鉱業権の移転があつたときは、鉱業権者の承継人は、当該鉱業権者の集積場等に係る義務

を承継する。 

３ 租鉱権の消滅があつたときは、採掘権者は、当該租鉱権者の集積場等に係る義務を承継す

る。 
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(2) 施行規則 

施行規則の関連条項は以下である。 
（捨石、鉱さい又は沈殿物の処理） 
第十一条 法第五条第一項及び第八条の規定に基づき、捨石、鉱さい又は沈殿物の処理につい

て鉱業権者が講ずべき措置は、次に掲げるものとする。 

一 崩壊又は地滑りにより危害又は鉱害が発生するおそれがない箇所へ集積すること。 
二 排水路、よう壁及びかん止堤の設置その他の捨石、鉱さい又は沈殿物の流出を防止するた

めの措置を講ずること。 

三 集積を終了したものについては、覆土又は植栽の実施その他の集積物の流出等による鉱害

を防止するための措置を講ずること。 
四 集積箇所において、崩壊若しくは地滑りが発生したとき又は集積場の表面に亀裂若しくは

沈降を生じ、崩壊若しくは地滑りの兆候を認めたときは、応急措置の実施、鉱山労働者の退

避その他の被害を防止するための措置を講じること。 
五 金属鉱山等の鉱業権者が金属鉱業等鉱害対策特別措置法（昭和四十八年法律第二十六号。

以下「特別措置法」という。）第二条第五項に規定する使用済特定施設について第二号及び第

三号の規定により講ずべき措置については、特別措置法第五条第一項の規定に基づき産業保

安監督部長に届け出た鉱害防止事業計画（同項の規定による変更の届出があったときは、そ

の変更後のもの）に従い行うこと。 
 

(3) 金属鉱業等鉱害対策の創設 

鉱山保安法、同施行規則に鉱害の防止に関する基本的な考え方は定められているが、もともと、

日本の鉱業の歴史は古く、6,000 を超える休廃止鉱山があり、鉱害防止工事等を行う責任者が不存

在又は無資力のものが相当数に及んでいた。鉱山は稼行終了後も鉱害を発生し続けるという特殊

性があり、膨大な蓄積鉱害源をかかえていた。昭和 40 年代に入り、金属鉱業に起因する重金属に

よる健康被害、農地の汚染が問題になり、本格的、具体的な金属鉱業等鉱害対策の創設が検討さ

れることとなった。 

昭和 44～46 年にかけて全国で 5,700 あまりの鉱山を評価し、426 の鉱山が鉱害防止対策の検討

が必要であるが、5,326 の鉱山は鉱害発生事実あるいはそのおそれもほとんどないので、当面調査、

対策の必要はないという結果となった。鉱害防止対策の検討が必要な鉱山に関して、特に鉱害防

止工事等を行う責任者が不存在又は無資力である休廃止鉱山の鉱害防止工事対策の実施及び稼行

鉱山に閉山後の鉱害防止の措置を含む法規の制定が必要となった。 
このため、昭和 46 年度に「休廃止鉱山鉱害防止工事費補助金」制度を、昭和 48 年度に「金属

鉱業等鉱害対策特別措置法」を制定した。 
 

1) 休廃止鉱山鉱害防止工事費補助金制度 
a) 制度の概要 

・地方公共団体及び鉱害防止義務者（鉱業権者等）が行う鉱害防止事業に対して補助金の

交付を実施 

・昭和 46 年度に創設 

・補助対象工事は義務者不存在分、義務者存在分の違いにより以下となっている。 
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b) 義務者不存在分 

鉱害防止義務者が不存在又は無資力の休廃止鉱山について、地方公共団体が実施する堆

積場の覆土・植栽、坑口の閉そく、坑廃水処理等の事業に対して、国が当該費用の 4 分の

3 を補助金として交付する。 
 

c) 義務者存在分 
鉱害防止義務者が存在する休廃止鉱山について、鉱害防止義務者（坑排水坑廃水処理事

業者）が実施する坑廃水処理事業のうち、原因行為のない汚染分（自然汚染、他者汚染）

の処理費用に対して国が当該費用の 4 分の 3 を補助金として交付する。休廃止鉱山鉱害防

止工事費補助金のスキームを図－25 にまとめる。 
 

 

出典：JOGMEC 
図－25 休廃止鉱山鉱害防止工事費補助金のスキーム 

 

d) 現 状 
制度のできた昭和 46 年から平成 18 年度までの休廃止補助金予算の推移を図－26 に示し、

平成 20 年度の予算及び工事件数を表－20 に表す。昭和 46 年から平成 18 年度までに、ト

ータル約 1,026 億円が補助金として投じられ、約 48％の 489 億円が鉱害防止工事、約 50.5％
の 518 億円が坑排水坑廃水処理（義務者不存在＋義務者存在）に使用されてきた。補助金

の額は年度により、増加、減少の変動があるが、多額の補助金が使われたのは、昭和 56

年、平成 7 年で、それぞれ約 45 億円/年であった。しかし平成 14 年以降、補助金は漸減し

ており、平成 20 年度の補助金予算は 20 億 3,000 万円である。 
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金額は 

S46～H18の

合計金額 

出典：経済産業省 原子力安全・保安院 鉱山保安課 

図－26 休廃止鉱山鉱害防止工事費補助金予算の推移 
 

 

表－20 休廃止鉱山鉱害防止工事費補助金の平成 20 年度予算及び工事件数 

 工事件数 予算（百万円） 

鉱害防止工事 12

危害防止工事 3

義務者不存在 

坑廃水処理工事 23

 

1,435 

義務者存在  48 595 

出典：JOGMEC 
 

2) 金属鉱業等鉱害対策特別措置法（特措法） 
休廃止鉱山については、上記の休廃止鉱山鉱害防止工事費補助金制度で制度が整えられた

が、金属鉱山等の閉山後の鉱害防止措置の計画的かつ確実な（永続的な）実施を図るために、

金属鉱業等鉱害対策特別措置法が昭和 48 年（1973 年）に制定された。 

同法律は、金属鉱業等の鉱害対策の基本的な法律であり、この法律の下、鉱害防止事業の

実施に関する基本方針、鉱害防止積立金制度、鉱害防止事業基金制度、指定鉱害防止事業機

関等が定められた。 

同法の目的は、第一条に以下のように定められている。 
第一条 この法律は、金属鉱物等の採掘及びこれに附属する選鉱、製錬その他の事業（以

下「金属鉱業等」という。）の用に供される坑道及び捨石又は鉱さいの集積場の使用の終

了後における鉱害を防止するための事業の確実かつ永続的な実施を図るため、使用中の

これらの施設について鉱害防止積立金の制度を設けるとともに、使用済みのこれらの施

設について鉱害防止事業基金及び指定鉱害防止事業機関の制度を設けて鉱害を防止する
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ための事業を計画的に実施させるため必要な措置を講ずることにより、鉱山保安法 （昭

和二十四年法律第七十号）と相まって、金属鉱業等による鉱害を防止し、もつて国民の

健康の保護及び生活環境の保全に寄与することを目的とする。 
 

 
出典：経済産業省 原子力安全・保安院 鉱山保安課 

図－27 金属鉱業等鉱害対策特別措置法の概要 
 

採掘権者又は租鉱権者は使用済み特定施設に係る鉱害防止事業について、鉱害防止事業計

画を作成し、これを産業保安監督部長に届け出なければならないことになっており、変更し

たときも、同様となっている。 
 

3) 鉱害防止事業の実施に関する基本方針 
鉱害防止事業の実施に関する基本方針は、特措法第 4 条に基づく特定施設に係る鉱害防止

事業の実施時期及び事業量など鉱害防止事業の計画的な実施を図るために必要な事項を定め

たものである。 
現行の第 4 次基本方針（平成 15 年経産省告示第 90 号）では、 

・鉱害防止事業の実施時期 

① 平成 15 年から平成 24 年末までの間に鉱害防止工事は終了する。 
② 平成 15 年以降も、引き続き坑廃水処理を確実に実施する。 

・鉱害防止事業量 

各基本方針での実績事業量及び現行の第 4 次基本方針の想定事業量を、表－21 に示す。 
・鉱害防止事業の計画的な実施を図るために必要な事項 
① 坑廃水処理事業のコスト削減に資する技術開発の更なる推進 
② 坑廃水処理事業のコスト削減のため、適切な処理を選択するよう十分に配慮する 

－55－ 



表－21 各基本方針の実績及び想定事業量 

 時 期 種 別 実績事業量（億円） 

義務者不存在 295

義務者存在 169

第 1 次 S48～S57 

計 464

義務者不存在 199

義務者存在 11

第 2 次 S58～H4 

計 210

義務者不存在 82

義務者存在 8

鉱害防止工事 

計 90

義務者不存在 18

義務者存在 19

第 3 次 H5～H14 

坑廃水処理 

計 37

義務者不存在 （32 鉱山）107

義務者存在 （19 鉱山）8

鉱害防止工事 

計 115

義務者不存在 （24 鉱山）16 億円/年

義務者存在 （56 鉱山）16 億円/年

第 4 次 
 

H5～H14 

坑廃水処理 

計 32 億円/年

※第 4 次は想定事業量 
出典：経済産業省 原子力安全・保安院 鉱山保安課 

 
出典：JOGMEC 

図－28 第 4 次基本方針で坑廃水処理事業の実施されている休廃止鉱山の位置 
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２．面談要旨 

[JICA ペルー事務所打合せ] 

日 時：2008 年 12 月 4 日 9:30～10:30 
面談者：中村所員、杉田所員（ペルー事務所） 
内 容： 
・ 事務所より安全ブリーフィング。 
 

[財団法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）打合せ（at JICA ペルー事務所）] 
日 時：2008 年 12 月 4 日 11:00～12:30 
面談者：西川所長（JOGMEC リマ事務所） 

同席者：中村所員、杉田所員（ペルー事務所）、東恩納（通訳） 
内 容： 
・ 当初、エネルギー鉱山省鉱業総局（DGM）のロドリゲス局長が鉱害防止窓口として次官から指名

されているので、全体の調整はロドリゲス局長にお願いすることになるのではないか。 
・ 今朝の新聞に、閉山計画書の審査ができない原因は予算や人員が足りないからであるというエネ

ルギー鉱山省鉱業環境総局（DGAAM）のバスケス局長のコメントがあった。 

・ DGM は国連開発計画（UNDP）からファンドを得て休廃止鉱山対策戦略プランをつくっている。

また、休廃止鉱山インベントリーはカナダの支援でつくった。今後は優先度の高い案件について

のアクションプランづくりで、年内にレポートを提出しなければならない。ドキュメントは作成

するが、具体的な対策は進んでいない。 
・ 谷口専門家はアクションプランの具体化を主な業務とする。具体化とは、対策のあり方や設計、

金額等に係るアドバイスである。 
・ 予算をかけずに効率的に行える審査の方法を提案するのがよい。 
・ インベントリーにおける優先度はペルー・カナダ休廃止鉱山対策プロジェクト（PERCAN）がつ

けたものなので、そのクライテリアは PERCAN で確認可能。 
・ DGM の中の鉱害対策の担当部署は、DTM（Direccion Technica Mineria）27 名。 
・ 谷口氏は次官付の政策アドバイザーだが、横断的に環境総局の方もケアして頂く。 

・ 閉山計画書の審査を迅速にするためには、審査項目の精査（濃淡を付ける）が必要。また、現場

に即したものにすることも必要。閉山計画書の審査項目は、民間コンサルタントでも提案できる

程度のもの。 

・ 完璧に切り離す必要はないが、休廃止鉱山対策は JOGMEC 専門家（谷口氏）がケアし、閉山計画

書審査は JICA 開発調査型技術協力でケアするというデマケは可能。 
 

[エネルギー鉱山省（MEM）鉱業環境総局（DGAAM）打合せ] 

日 時：2008 年 12 月 4 日 14:30～17:00 
面談者：Ing. Fredesbindo Vasquez Fernandez, Director General de Asuntos Ambientales Mineros 

Ing. Santiago Doleres 

同席者：中村所員、杉田所員（ペルー事務所）、東恩納（通訳） 
内 容： 

・ 団長より訪問目的説明 
・ DGAAM が閉山計画書の審査を担当している。 
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・ JOGMEC と協調してオールジャパンで対応する考え。休廃止鉱山対策は JOGMEC、閉山計画書審

査は JICA をもって協力したいと考えている。最終的には次官の考えを確認したうえで決定する

ことになるだろう。（団長） 

・ DGAAM には技術部と法務部の 2 つのサブ部局があるが、人員配置はどちらもまだ。したがって、

現在はバスケス局長をチーフとした 1 トップ体制。来年から縦型の組織になる見込み。DGAAM
は 10 年ほど前に設立。職員は全部で 53 名、8 割がエンジニア、残りが法務関係とアシスタント。

フロアは 3 つのエリアから成る。閉山計画書審査エリア：技術的な審査を行う。経済的な審査は

DGM が行う。閉山計画チームは約 10 名で、チーフはサンティアゴドロレス。環境情報システム

エリア：各企業のモニタリング情報が入る。提出される計画書も記録される。また、衛星画像解

析、GIS 等活用した探査の支援も行う。これはエネルギー鉱業投資監督庁（OSINERGMIN）、地

質・鉱山・金属調査所（INGEMMET）ともつながっている。また、各州の事務所ともつながって

いる。環境情報システムには、2 名の専門家と 3 名のアシスタントがいる。鉱区の重複チェック

も行う。資料保管エリア：すべてのドキュメントを整理する所。近くデジタイズ予定で、透明性

を重視している。 

・ DGAAM は休廃止鉱山の閉山計画書も扱っている。この休廃止鉱山とは操業中の鉱区の中の一部

のこと。DGAAM ですべての審査を実施することを要望しているが、全体を把握するのは DGM。 
・ 閉山法 DS0032005EM に基づいて、120 社が閉山計画書を提出している。これらはすべてフィー

ジビリティ・スタディ（F/S）レベルのもので、DGM で審査・承認する。これまで 4 件が承認さ

れているが、これらは操業中の鉱山のもの。古い鉱山について責任を負う会社は 45 社。細則

DS0592005EM に基づき、休廃止鉱山の閉山計画はこれまで 45 社中 5 件を承認した。これらは承

認後に対策が施される。 

・ 法律により 170 日間程度で閉山計画書の審査を行うことが定められているが、操業中の鉱山の閉

山計画書は 2005 年 8 月 16 日から 2006 年 8 月 16 日までに提出され、休廃止鉱山の閉山計画書は

2005 年 12 月 9 日から 2006 年 12 月 10 日までに提出され、提出後 1 年経った 2007 年 8 月に審査

が開始された。 
・ 閉山計画書で技術的な審査の結果、承認されなかった事例もある。 

・ 閉山計画書は全部で 5 部、DGAAM、DGM、天然資源研究所（INRENA）、保健省環境衛生総局

（DIGESA）、鉱山のある地方自治体にそれぞれ提出される。DGM は経済、INRENA は天然資源、

DIGESA は水質、地方自治体は住民参加プロセスというそれぞれの観点から意見書が提出され、

DGAAM が取りまとめる。 

・ 閉山計画書には ANNEX があり、1 章：イントロダクション、2 章：閉山コンポーネント、3 章：

現状、4 章：地域住民関係者へのコンサルテーション、5 章：閉山のための活動、6 章：閉山後の

維持とモニタリング、7 章：工程表と予算、の 7 章から構成される。 

・ DGAAM が扱っているのは、民間が対策の責任を負っている鉱山である。 
・ 2006 年に作成された休廃止鉱山のインベントリー850 件は部分的なものだが、これには国が責任

を負う鉱山、民間が責任を負う鉱山すべてが含まれている。 

・ 義務者不在の鉱山は DGM が扱うが、DGM はインベントリー作成段階のため、閉山計画書の作成

に至っていない。また、DGM が作成した閉山計画書は DGAAM が審査する。 

・ 1 つの閉山計画書には複数の鉱害ポイントが含まれている。 

・ 閉山計画書の審査にあたり、現場確認はしているが、重要なものだけですべてではない。すべて
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実施するためには、人員・時間・予算が足りない。 

・ 閉山計画書作成のための 27 のガイダンス（環境評価、メンテナンス等々）がある。また、閉山計

画のための MEM と企業を対象にした研修コースがある。これはカナダから専門家を呼び

PERCAN でつくった。 
・ 閉山計画書の審査を円滑に行うために、専門家の派遣が求められる。酸性水の扱い等、いろいろ

相談したいことがある。 

・ JICA はコンサルタントチームを数回派遣。アウトプットとして閉山手続きに関する政策・法律、

審査体制、予算措置、人材育成などの見直しや提案、テクニカルガイドラインの整備が考えられ

る。（団長） 

・ 酸性水に関する技術的支援、水質基準の作成支援もお願いしたい。 
・ DGAAM として、OSINERGMIN によるモニタリングがどういう状況であるか知りたい。 
・ 民間企業による閉山のための資金確保の指導も必要。細則では、予算の一部を保証金として確保

しなければならないことになっている。段階的な閉山と最終閉山があり、最終閉山には保証金が

必要で、これは銀行に預けなければならない。このへんは DGM が審査するところである。 

・ 閉山計画書の審査については、DGAAM が責任機関で、他の機関との調整も行う。 
 

[エネルギー鉱山省（MEM）鉱業総局（DGM）打合せ] 

日 時：2008 年 12 月 5 日 9:00～11:00 

面談者：Ing. Edgardo E. Alva Bazan, Director, Direccion Technica Minera 
Ing. Magaly Anoya Hilanio 

同席者：杉田所員（ペルー事務所）、東恩納（通訳） 
内 容： 
・ 団長より訪問目的説明。JOGMEC 専門家が休廃止鉱山対策を担当するので、これを受けて JICA

は閉山計画書の審査に協力の方針を据えようと考えている。優先順位が閉山計画書、休廃止鉱山

対策という順番なのではなく、どちらも重要で、JOGMEC と JICA で役割分担したということ。 
・ DGM は閉山計画書の経済審査を行うが、これは鉱山が閉山するまでのプログラムの予算を審査

するもの。1 年前から予算審査担当は 1 人しかいないが、DGAAM から提出される資料の審査に

は対応できている。 
・ 休廃止鉱山インベントリーについて、実際には 2 つのインベントリーがある。1 つは官報に掲載

されたもので、850 件から成るオフィシャルなリスト。もう 1 つは、以前作成された 611 件から

成るもの。これは技術的な裏づけがしっかりしているが、手続き的にオフィシャルなものとなら

なかった。なお、後述の 611 件は前述の 850 件に含まれている。611 件のインベントリーには優

先順位が付けられているが、850 件のインベントリーには付けられていない。2008 年 6 月に

PERCAN プログラムで優先順位づけのクライテリアが提出された。それは 611 件の優先順位は無

視し、新たに順位づけするもの。DGM としては、以前の優先順位を極力適用しようとした。 

・ 法律では DGM（DTM）の 2 つの責任について記載されている。1 つは休廃止鉱山（Pasivos）の

優先順位づけ、もう 1 つは休廃止鉱山の責任者の明確化。休廃止鉱山は、鉱害を出した者に責任

があるが、歴史的にだれが鉱害を起こしたか不明のものがある。 

・ DTM は、国に鉱害対策の責任のある場合、どこが責任をとるか明確にする。850 件のインベント

リーを官報に掲載したとき、民間は休廃止鉱山の責任を申告した。国に責任がある場合、対策は
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Activos Mineros に責任をもたせる。 

・ Activos Mineros が民間の鉱山の対策も行うのか？ →Acrivos Mineros はもともと国営鉱山セント

ロミンの残した鉱害対策のための公社で、公害対策の経験が積まれたので、他の鉱山の対策も任

された。具体的には決まっていないが、おそらく Activos Mineros が行うことになるだろう。 
・ 1970 年代から鉱山の国有化が行われ、4 つの大きい鉱山（ミネロペルー、セントロミン、ショー

ガン、他 1）ができた。ミネロペルーにはいろいろな鉱山があり、銅製錬所もあるが、鉱害はな

い。今は民間のエクストラータになっている。セントロミンは国の中部で活動し、その鉱害対策

が Acrivos Mineros によって実施され、これまで 90％の対策が済んでいる。ショーガンはマルコー

ナの鉄を扱っている。公社の時はイエローペルーだった。休廃止鉱山は少ない。セントロミン以

外は国の残した休廃止鉱山は少ない。 
・ また、バンコミネロという鉱山銀行もでき、中小鉱山（選鉱場が 50～100t のもの）に融資した。

この結果、全国に小さい鉱害をたくさん残した。これは国が責任をとらなければいけない。その

他は民間の責任。民間はオーナーが何度も変わっているなど、責任者の特定が難しい。 
・ 国の基準：小規模：0～350t、中規模：350～6,000t、大規模：6,000t～ 
・ 中小民間の採鉱はほぼ輸出されている。 

・ 次官のできるだけ早い対策をという言及により、3 年ほど前に休廃止鉱山対策のために国家環境

基金（FONAM）に予算が確保された。まだこの 1 年間で国が責任をとるべき休廃止鉱山は特定

されていないが、セロデパスコの 2 件については 95％国の責任と決められ、Activos Mineros が国

の予算で対策を行っている。 
・ とりあえず先に国が対策を施して、責任者が特定されたのち、民間に対策を負わせることにして

いる。 
・ ワラスのティカパンパの休廃止鉱山は、責任者が特定できたが、会社がない。現在、株主などを

調べている。 

・ DTM にとって、611 の休廃止鉱山の責任者を特定することが今の仕事。DTM には 5 人の技師が

いるが、休廃止鉱山の専門ではない。別に 3 人の若いエンジニアがいる。また、DTM は休廃止鉱

山のほか、プラントの許認可、開発許可等も扱っており、休廃止鉱山対策業務は後回しになって

いる。そのため、MEM は UNDP とプロジェクトを立ち上げ、数ヵ月前からアクションプランの

作成が始まっている。 
・ 850 件のインベントリーは、常にアップデートされることが法律に記載されており、そのアップ

デートは PERCAN のクライテリアに基づいて行われる。 
・ 休廃止鉱山対策は、F/S までが DGM、環境影響評価（EIA）からは DGAAM の役割。 
・ DGM は合法的な開発しか対象にしない。 
・ 小規模鉱山の合法化は進められており、エネルギー鉱山省の地方局（DREM）が担当しているが、

うまくいってはいない。 
・ 国の休廃止鉱山は国の予算で対策をする。FONAM はその資金を探すための組織としてつくられ

た。また、FONAM は民間企業の支援もしており、資金を集めてトラストファンドを設立、運営

している。 
・ 休廃止鉱山周辺住民は、環境への影響を意識しているが、健康に対する影響については調べられ

ていない。 
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[国家環境基金（FONAM）打合せ] 

日 時：2008 年 12 月 9 日 9:00～10:30 
面談者：Ing. Julian Zegarra Vento, Coordinator de Area de Pasivos Ambientales Mineros 

Ing. Fessica Salcedo Borda, Especialista Pasivos Ambientales Mineros 
同席者：東恩納（通訳） 

内 容： 
・ 団長より訪問目的説明 
《FONAM の組織》 
・ FONAM は国会により 2005 年に設立された。理事長は環境大臣又は環境大臣に任命された者で、

現在は環境大臣。 
・ 現在は、気候変動〔クリーン開発メカニズム（CDM）含む〕、植林、固形廃棄物、Pasivos 対策の

4 分野のプロジェクトへ資金を提供している。 

・ 気候変動担当部署では現在、世界銀行等のプロジェクトも実施しており、合計スタッフは 20 名。

Pasivos 対策担当は 2 名。 

・ 米州開発銀行（BID）の協力で再生可能エネルギーに関するプロジェクト、世界銀行と CDM に関

する協力プロジェクトが進行中である。 
・ 資金のソースは何か？→国家予算からという回答であったが、大部分はドナーからの Fund。 
 

《Pasivos 対策活動の経緯》 
・ 2005 年 Pasivos の鉱害対策法ができた年に、Pasivos の汚染がひどい北部カハマルカ州 Hualgayoc

地域で、2 つの民間鉱山会社（COLQUIRUMI 社と CORPORACION DE SINCHAO 社）が、自らの

鉱害の汚染対策を行う民間基金を設立した。基金の金額は当初 300 万ソルで、のちに 520 万ソル

に増額された。 

・ Hualgayoc 地域（ヤオカン流域）には、カハマルカ州の 80％の Pasivos があり、対策前の調査では、

この流域に 1,200 の Pasivos が見つかった（FONAM の Pasivos は、坑口、ズリ集積場、廃さい堆

積場などの 1 つ 1 つを Pasivos とカウントしている）。そのうち、国が責任をもつべき Pasivos は
11 ヵ所あることが分かった。 

・ この民間資金の残額で、EL SINCHAO 地域（LLAUCANO 流域）の Pasivos の調査が行われ、最終

的に対策工事も実施された。この工事で、酸性排水の中和処理プラントが建設され、2008 年 6 月

に操業がスタートした。 

・ FONAM と MEM は 300 万ソルの信託基金を設立した。これは Pasivos の汚染がひどいカハマルカ

州の El Dorado 地域での国が責任をもつ Pasivos の鉱害調査、対策に緊急に取り組む必要があった

からである。この信託基金はその後 690 万ソルに増額された。 

・ El Dorado 地域の国が責任をもつべき Pasivos は 6 ヵ所で、5 ヵ所の廃さい堆積場と 1 ヵ所の選鉱

場跡である。この地域の対策工事の実施では、Activos Mineros と協力した。 

・ 今度は、ペルー東部の Madre de Dios 州及びマンターロ川の源泉であるフニン湖に注ぐコロニアル

時代からの Pasivos（Tinyahuaco）の鉱害対策の資金のため、1,000 万ソルの信託基金を設立し、調

査、対策を実施している。 

・ FONAM の基金は基本的に国が対策の責任をもつ Pasivos の対策へ使用されている。 
・ FONAM が資金をファンドして、調査や対策工事を行う場合、経験のある業者が作業を行い、
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FONAM の技術者はこれを監督する。 
 

《今後の計画など》 
・ カハマルカ州では、対策工事がペンディングの箇所の調査のフォローアップを行い、早期に対策

の実施を行いたい。 

・ フニン州（マンターロ川流域）、アンカシュ州、カハマルカ州、リマック川流域、マドレデディオ

ス州で、Pasivos による鉱害がひどいが、今後も、ある地域の国が責任をもつ Pasivos の鉱害対策

を行うために別の基金をつくり、対策を実施してゆくという方法で Pasivos の鉱害対策資金の提

供を行っていく。 

・ そのためには詳細な調査が必要である。1 つの Pasivos の対策を行っても、別の Pasivos が当該河

川に汚染水を排出していれば、効果があがらないので、調査は流域別に行う必要がある。 

・ また、PERCAN の策定したガイドラインに基づき Pasivos の優先順位づけを早く行うことが必要

である。 
・ MEM が公式に認めている 850 件と FONAM が Hualgayoc 地域で調査した 1,100 件の Pasivos の対

策には 5 億ドルの資金が必要であると試算されており、MEM もこれは認めている。 

・ 閉山計画書には、閉山対策に必要な資金を確保していることを示すもの（銀行による証明書）が

必要だが、DGAAM のチェック方法には改善の必要がある。 
 

[エネルギー鉱山省（MEM）社会管理総局（OGGS）打合せ] 
日 時：2008 年 12 月 9 日 15:15～15:55 

面談者：Mr. Jose Luis Carbajal Briceno, Director General de Gestion Social 
同席者：東恩納（通訳） 
内 容： 
・ 団長より訪問目的説明 

・ OGGS は大・中規模鉱山の操業と住民との間の関係を保つための組織で、例えばセロ・デ・パス

コなど、他の総局と共同で対応する。OGGS は鉱山の操業に関する争議のフォローを行うが、多

くは鉱山の操業による環境問題ではなく、保健医療や教育等、政府がその地域の他の問題に対応

していない実態があり、それらの問題に対する抗議の口実にされている。OGGS は Pasivos には

関係がない。操業中の鉱山･石油会社、地方自治体と住民との関係改善にのみ対応する。OGGS

は合計 12 名で、常に現場に行っている。2008 年 7 月以降のコンフリクトデータを中村団員にメ

ールで送る。小規模鉱山でも大きなコンフリクトがあるが、それは各州政府が対応する。争議の

調停ができない場合は裁判になるが、裁判は業務外。鉱害が原因で健康被害が出ているものとし

て、セロ・デ・パスコ、ラオロイヤ、イッロ（Southern Copper）などがある。環境適正化計画（PAMA）

が承認され、環境インパクトが軽減されてきている。Pasivos は歴史的に多くできてしまったが、

それらは Activos Mineros が対応する。新しい Pasivos としてイリーガルマイニングから発生した

ものがある。例えば金の採掘では水銀を使うが、深刻な問題が発生している。小規模マイニング

は各州政府が管理しているが、場所によって 5,000～1 万 5,000 人が 1 ヵ所で採掘しているところ

もあり、州政府も政治的な利害関係から何もしていない状況がある。 

・ 鉱業分野のいろいろな法律ができ、基準も上がってきた。環境・社会面での企業の行いや技術も

進歩している。一方で鉱業に反対の立場にある組織もあり、新しい鉱業活動でも今までと同じ
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Pasivos を残すと言って、新しい技術や基準を知らない一般住民の不安を煽っている。そのため、

一般住民、特に農村部の知識レベルを上げなければならないので、地域住民に正しい情報が伝わ

るようなコミュニケーションの要素も JICA 調査に加えて頂きたい。 
 
[エネルギー鉱山省（MEM）鉱業環境総局（DGAAM）打合せ] 

日 時：2008 年 12 月 9 日 16:00～17:30 
面談者：Ing. Fredesbindo Vasquez Fernandez, Director General de Asuntos Ambientales Mineros 
同席者：中村所員（ペルー事務所）、東恩納（通訳） 
内 容： 

・ 団長より協議議事録（M/M）案説明 
・ 調査が開始された場合は、10 人ほどいる閉山計画審査グループがカウンターパート（C/P）とな

る。 
 

[エネルギー鉱山省（MEM）次官表敬] 
日 時：2008 年 12 月 9 日 17:30～18:30 

面談者：Mr. Felipe Isasi, Vice Minister of Mines 
Ms. Luis Meza, Asesor Viceministro de Minas 

Mr. Maritza Leon I., Asesora Legal, Direccion General de Asuntos Ambientales Mineros 
Mr. Victor Vargas, DPM 
Ing. Fredesbindo Vasquez Fernandez, Director General de Asuntos Ambientales Mineros 

同席者：中村所員、杉田所員（ペルー事務所）、東恩納（通訳） 
内 容： 
・ 団長より訪問目的説明 
・ JOGMEC の専門家と重複がないか困惑している。←JOGMEC リマ事務所の西川所長とも調整して

いる。双方補完的に協力の効果を高めることも可能と考えている。（団長） 
・ 現在国際協力銀行（JBIC）、JOGMEC、JICA の 3 つの機関と話をしている。JBIC は貸付を提案し、

特定の地域のプロジェクトはできると言ったので、返済義務のないものであれば受けたいと言っ

た。また、プーノのリンコナーダを指名したが、JBIC 調査団はプーノには行かずにリマック川を

視察した。2 回目のミッションでリンコナーダを視察した。そしてこの調査団はプロファイルレ

ベルの調査結果を持って来た。われわれが期待しているのはプロファイルレベルではない。その

ままプロジェクト実行に移せるような F/S 調査結果である。その数ヵ月前、JOGMEC が休廃止鉱

山対策のワークショップを MEM で開催し、このワークショップの結果、休廃止鉱山対策アドバ

イスをしてくれると言った。そして、日本側（JICA）の専門家派遣は無理と言われた。その後、

訪日した際、JOGMEC から休廃止鉱山に関する専門家を派遣すると言われた。法規の整備、行政

機関の強化、人材育成、休廃止鉱山対策の戦略的な計画のアドバイスをしてくれる。したがって、

JICA はこの件にはもう携わらないと理解していた。また、JBIC からはまだ回答が来ていない。

リンコナーダの詳細調査について協力してくれるのかはっきりさせたい。肯定的な回答を待って

いる。 

・ 予定している 12/12 の M/M 署名は難しい。12/11 には JOGMEC 専門家派遣に関する署名の予定で

ある。 
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・ MEM には有償協力の権限はないということを理解してほしい。事前に経済財政省と調整しなけ

ればならない。MEM が要請を出しているのは JBIC。JICA に要請を出したか？（次官は DGM か

ら出された要請のことを知らなかった様子）←これは JOGMEC が開催したワークショップに基づ

いて要請されたもの。これに対し、専門家派遣は難しいと回答したのは事実で、JOGMEC から専

門家を派遣することになったのも事実。JICA として専門家派遣は難しいが、コンサルタント調査

団派遣という開発調査で協力させて頂くことを提案。これは JICA の予算体系によるものだが、

できるところを協力させて頂こうと思い、今回、事前の調査にうかがった。（団長） 
・ その調査はどのような TOR（業務内容）か？←閉山計画審査の能力強化、技術的な基準の改善や

実施体制に関する提案ができると考えている。また、リンコナーダとは別の調査で、今回は技術

協力に関する権限のみをもってうかがっている。リンコナーダの件については、本邦・事務所に

伝えたい。また、JOGMEC 専門家との TOR 重複の懸念も理解できる。JOGMEC の協力ですべて

満たされるという判断をされるのであれば、それでも構わない。何らかの判断がなされたら、事

務所を通してお伝え頂きたい。最終的には皆様に理解して頂いたうえで実施することが重要と考

えている。（団長） 

・ 国際協力には自分たちでできないことをお願いするものと考えている。世界的には閉山も休廃止

鉱山対策も同じく扱っている。閉山と休廃止鉱山審査のクライテリアはほぼ同じ。日本では別々

に扱われるのか？JCIA は鉱害予防と閉山計画を分けることができるかもしれないが、PERCAN

とも重複しないように注意しなければならない。 

・ JICA の調査は？←短くても 1 年間、数回の調査団派遣を行う。一般的には制度・政策、人材育成、

個別技術分野等の 5 名程度の構成。作業場所については採択後の検討事項だが、MEM 内に確保

して頂ければよい。（団長） 

・ JBIC は DGM で作業した。MEM として JOGMEC 専門家とのデマケ、窓口を決めなければいけな

い。また、JICA の協力の目的もはっきりさせなければならないので、M/M の内容をもっと具体

的なものにしてもらいたい。JOGMEC は広い範囲でアドバイスをもらうために、協定には具体的

に書かなかった。MEM 内で議論し、M/M に反映させて頂く。協力の気持ちには感謝する。でき

るだけ早く MEM 内で調整する。 
 

[エネルギー鉱山省（MEM）鉱業総局（DGM）打合せ] 
日 時：2008 年 12 月 10 日 9:00～10:00 

面談者：Ing. Alfredo Rodriguez Munoz, Director General de Mineria 
同席者：儀武所員（ペルー事務所）、東恩納（通訳） 
内 容： 

・ 団長より、訪問目的説明 
・ JICA と JOGMEC の協力に重複がないように、次官、バスケス総局長と相談したい。 
・ 鉱区は INGEMMET が与える。OSINERGMIN は監督を行う。 
・ イリーガルマイニングは各地方政府が担当している。 

・ 850 件のインベントリーについて、PERCAN のクライテリアにより流域別にリスクのあるものか

ら優先順位が高くなっている。 

・ ペルーの鉱山数については、後日、儀武所員にメールで知らせる。 

・ JICA の閉山計画審査の能力強化についての考えだが、これは DGAAM への協力と理解。MEM 内
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で協議して JOGMEC 専門家とのデマケを相談する。←JICA としてはそれを受けて改めて協力の

内容を検討する。JOGMEC 専門家はアイデア提供には良いが、1 人なので、作業量にも限界があ

る。JICA の調査と連携して更にいろいろなことができるものと考える。（団長） 

・ DGAAM と役割分担について相談し、儀武所員に連絡する。 
 

[ペルー・カナダ休廃止鉱山対策プロジェクト（PERCAN）打合せ] 
日 時：2008 年 12 月 10 日 10:00～12:00 
面談者：Mr. Carlos Diez Canseco, Coordinator 

P. Eng. Lise Chenard, Mining and Development Specialist 

同席者：儀武所員（ペルー事務所）、東恩納（通訳） 
内 容： 
・ 団長より訪問目的説明 

・ PERCAN はカナダ政府の技術協力で、主な目的は、鉱業を国の発展のための効率的なツールにす

ること。①社会、②環境、③IT 技術、④地方分権化の 4 つの作業分野がある。①社会：MEM の

組織･スタッフの能力強化。この成果として、MEM 内に OGGS を設立した。②環境：リスク分析。

休廃止鉱山対策のセミナー開催やガイダンス作成。インベントリーの見直し。閉山に関する 6 ヵ

月のコースをカトリカ大学と開催した。③IT 技術：透明性と効率性にテーマを変更。プロセスの

システム化をめざし、MEM の統一したデータベースを作成した。これから企業の情報が得られ

る。④地方分権化：MEM と実施。機能・権限を地方に移した。パスコ、モケグア、リベルター

ドの 3 州でパイロット的に地方スタッフの能力強化を実施。 

・ Pasivos については、1993 年に世界銀行のプロジェクトで Pasivos を取り扱い始めた。段階的にい

ろいろな方法論を使用しているが、その情報を取りまとめ、将来的な提案をした。インベントリ

ーは現場で確認しないといけないが、場所によってパラメーターが異なる。そこで、優先順位を

付けるクライテリアを作成した。このクライテリアの理解度と実効性を確認するため、パイロッ

トプロジェクトとして、マンターロ川流域でこのクライテリアをテストした。課題は大きな

Pasivos に対して物理的特徴を拾い、情報をまとめなければならないこと。Pasivos のデータはあ

るが、物理的な情報はなく、PERCAN の計画にもない。 

・ PERCAN は鉱業を国の発展のツールにすることが目的なので、シンプルなプロジェクトではない。

広い範囲をカバーしているが、深くはない。JICA が引き続き協力してくれると良い。 

・ 2011 年 12 月に終了予定。オフィシャルではないが、これまでの報告書はある。提供可能か確認

し、可能であれば儀武所員にデータを送る。 
・ インベントリーのクライテリアは？→技術的にはヒ素の有無や物理的安定性等の危険性、アクセ

ス（交通手段）、リスクにさらされる住民の有無等を考慮してリスク評価をするもの。 

・ 850 件のインベントリーは既存情報のコンパイルで、新しいクライテリアはこれから適用される。

マンターロ川流域が第 1 号。世界銀行もこのクライテリアを使うように提言した。世界銀行には

環境、特に Pasivos に関心の高い人が多い。850 件のインベントリーには、地域環境評価調査

（EVATs）の情報も使った。また、2006 年に DGM が州政府と作成した情報もコンパイルした。

既存の情報にはスタンダードがない。また、情報もない。周りの環境と切り離されている。その

ため、優先順位づけは困難。新しいクライテリアを使うには現場に行き、その地域をよく知って

いる人と調査をしなければならない。 
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・ 健康被害のデータは？→情報ない。850 件のインベントリーの優先順位づけは MEM が行ってい

る。情報不十分と指摘した。もう一度調査すべきという結論である。 
・ データ収集は河川の流域別に行わなければならない。複雑な地形を考慮すべきである。また、州

政府・地方の鉱業当局と協調が必要。彼らにも Pasivos の問題意識をもってもらわないといけな

い。 

・ マンターロ川以後のパイロットプロジェクトの予定はない。マンターロ川のパイロットプロジェ

クトは約 3 ヵ月間。全土について調査を実施するとすれば、各州の組織を使えば 2～3 年で情報を

集められると思われる。ただし、調査チームのメンバーとその質を確保できるかが問題。既存の

情報には全くの素人が収集したものがある。スタッフの養成が必要。1 つの調査チームで全土を

カバーすれば、質は確保できるが時間がかかる。イリーガルマイニングの調査でも地域の大学生

などで調査チームをつくったが、その養成が重要だった。違法採掘は次々と新しいものができる

ので、ダイナミックな調査を考えないといけない。 

・ 個々の Pasivos の対策はセミナーなどか？→そこまではしていない。提案したのは閉山コストの

策定方法。目的は提出されたコスト算定が技術的なクライテリアに基づいて作成されているか、

政府関係者でもチェックできるようにしたこと。 

・ FONAM ではインベントリーとして 1,200 程度の Pasivos を特定しているが？→問題はクライテリ

アが違うこと。FONAM は各要素を 1 つの Pasivos として数えているので、インベントリーが大き

な数になっている。つまり、Pasivos の定義が必要で、政府がはっきりと定義を決めないといけな

い。法律によると、鉱区内の Pasivos の責任はその鉱区の権利者がすべて責任を負う。したがっ

て、今の鉱区をだれがもっているかを見ればその責任者が分かる。義務者が存在しない場合は国

が責任をもつことになるので、鉱区という単位は使える。しかし、法律の不整備なところがあり、

対策が遅れている。 
・ セミナーやコースを開催したが、その参加者はほとんど MEM を辞めてしまった。職員のローテ

ーションが頻繁で、能力強化を行う際はそのへんのプロセスを構築しなければならない。 
・ 環境省はまだ機能していないが、鉱業分野の環境フォローアップを行うことも検討している。現

在は OSINERGMIN が監督している。 
 

[零細鉱業環境政策プロジェクト（GAMA Project）打合せ] 
日 時：2008 年 12 月 10 日 14:30～ 
面談者：Mr. Guillermo Medina, Jefe de Proyecto 
同席者：儀武所員（ペルー事務所）、東恩納（通訳） 
内 容： 

《プロジェクトの概要》 
・ スイス政府の支援で実施されていた零細金鉱業の環境（鉱害の軽減又は防止）、労働問題の改善を

目的としたプロジェクト。 

・ 2008 年 12 月で終了するが、現在プロジェクト延長の話し合いが MEM、国会の鉱業委員会と行わ

れており、2 年間の延長の可能性がある。延長が行われれば、今までの活動、ノウハウ、技術を

移転することが中心となる。 

・ 対象は、ほとんどが金の零細鉱業。 

・ スタッフは Medina 氏を含み技術者が 4 名、秘書 2 名。実際の調査や活動は契約した業者が行う。 
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・ 対象地域は、ペルー南部のイカ、アレキパ、プーノ、アヤクチョの 4 州。金の漂砂鉱床での鉱業

で有名なマドレデディオス州は対象地域に含まれていない。上記 4 州の金鉱業は、山金である。 
・ プロジェクト開始時は MEM が C/P であったが、地方分権化により、零細鉱業の管理が地方自治

体に移り、その後、一緒に仕事をするのは、各州の鉱業を管理している部署（DREM）、MEM の

地方支所などに変わった。 
 

《零細鉱業について》 
・ ペルーの場合、小規模、零細鉱業は以下である。 
 

 零細鉱山 小規模鉱山 

坑内掘り（山金など）の場

合 
処理量 25t/日以下 処理量 25～350t/日 

金の漂砂鉱床の鉱山の場合 処理量 200m3/日以下 処理量 3,000m3/日以下 

鉱区の面積 1,000ha 以下 1,000～2,000ha 

なお、ペルーでは鉱区の最低面積は 100ha 
 

・ ペルーの金の零細鉱業は、1999 年ごろの GAMA プロジェクトの形成時は、南部のマドレデディ

オス州を中心に金の零細鉱業が行われていたが、近年の金属価格の高騰により、かつては休廃止

していた鉱山を再開する動きが起こり、全国に広がった。 

・ これらは、漂砂金鉱床からの椀掛けなどの簡便な方法での金の回収だけでなく、かつての金鉱山、

金鉱脈（山金）を再度採掘する方法で金を回収している。 
・ これらの金鉱業は、非合法なものが大部分である。非合法な零細な鉱業活動により、新たな鉱害

が発生している。 

・ 金の零細鉱業による鉱害は以下の 2 種類がある。 
イカ、アレキパ、アヤクチョ；山金の採掘。シアンや水銀（アマルガメーション法）を使い、金

を回収しており、排水中のシアン化物及び大気/労働環境への水銀の排出が問題。 

プーノ州のラミス川流域やマドレデディオス州；漂砂鉱床の金回収がメインで、採掘による河川

の汚濁及びアマルガメーション法での水銀の排出が問題。 

・ 金の零細鉱業の問題は鉱業技術だけでなく、社会的な要素、貧困問題など経済的な要素が

関係して複雑である。 

・  
《プロジェクトの成果》 

・ 対策の基本は非合法な金鉱業を組織化し合法化することであり、18 の地域でプロジェクトを実施

した。 

・ 小規模及び零細鉱業の促進と合法化のための法律もつくった。 

・ 合法化のプロセスは、初めに非営利の協会をつくり、零細鉱業に従事する人たちを参加させる。

その後、協会を会社に発展させる。プロジェクトでは 14 の会社をつくり、非合法化していた鉱業

を合法的なものと変えた。 

・ プーノのリンコナーダ地域の場合、標高 5,250m の高地にあるが、不法侵入した非合法な人々が

金鉱業に従事していた。彼らを集め、合法化した会社組織とし、実際の鉱区のオーナーから鉱区
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を買い取った。 

・ これら新しくできた会社には、新たな開発の前には EIA を行い、鉱害が発生する施設の閉山計画

書を作らせた。合法化した会社は法規に基づく鉱山及び Pasivos の管理を行うことができた。 

・ また、基礎的、クリーンな、環境に配慮した金回収の技術の教育を実施してきた。 
・ ポータルサイトとして、GECO（Gestión de Conocimientos para una Minería Artesanal Eco-efficient, 

geco.mineroartesanal.com）をつくり、零細金鉱業、合法化などに関する情報の提供を Web で行っ

ている。 
 

《その他》 

・ シアン化物は毒物として知られているので、その販売には規制があるが、水銀は劇毒物ではある

が、ほとんどフリーに販売が行われている。 

・ 現在州政府は小規模、零細規模の鉱業の監理を担当することになっているが、これは地方分権化

の政策の結果である。地方分権化の法律は 2003 年ごろできたが、実際に中央から地方への機能移

転が終わったのは 2007 年ごろである。 

・ 受領資料 

Nosotros Hacemos Los Pueblos（プロジェクトで作成した図書） 
 

[エネルギー鉱山省（MEM）鉱業環境総局（DGAAM）打合せ] 

日 時：2008 年 12 月 10 日 16:00～ 
面談者：Ing. Fredesbindo Vasquez Fernandez, Director General de Asuntos Ambientales Mineros 

同席者：東恩納（通訳） 
内 容： 
・ MEM 内の協議状況を確認 
・ 明日、DGM ロドリゲス局長と調整する。JICA の調査は閉山計画審査とはっきりさせるのが良い。

←JOGMEC が完全に閉山審査に触れないわけではない。（団長） 
・ M/M の確認には 2 週間程度かかる。まずは 12/11 の JOGMEC との協定を済ませてからになるだ

ろう。 
・ 文書は MEM あてに正規ルートで提出してほしい。←M/M 案の最終版を事務所からレターを付け

て正式に提出する。 

・ 1 月 9 日までに M/M 署名が行われるよう事務所に連絡する。 
 

[米州開発銀行（BID）打合せ] 

日 時：2008 年 12 月 10 日 17:30～19:00 
面談者：Mr. Fernando Montenegro, Jefe de Operaciones 

Mr. Joseph Milewski, Especialista Sectorial 

同席者：儀武所員（ペルー事務所）、東恩納（通訳） 

内 容： 
・ 現在 30 件のローン、75 件の無償案件を実施している。無償案件の半分は信託基金で、この基金

のアクティブなドナーが日本である。 

・ 最近環境省がつくられ、主に水と環境の分野で無償協力をしている。 
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・ MEM 関連では、エネルギーマトリクスの作り方に関連した技術協力を実施した。 

・ 水の管理について MEM からの要請があり、カハマルカ州で鉱業と農業の水管理に関する方針策

定の小さな調査を行った。これは Pasivos について、国の対応の優先順位を付けるロードマップ

を作るもので、数ヵ月前に終了し、MEM で確認中。国際・国内専門家各 1 名で分析・提言。 
・ UNDP の活動と BID とは特に関係していない。 

・ Pasivos は深刻な問題で、800 以上の Pasivos のインパクト軽減が必要。 
 

[鉱害対策公社（Activos Mineros）打合せ] 
日 時：2008 年 12 月 11 日 9:00～11:30 

面談者：Ing. Victor Carlos Estrella, Gerente General 
 Mr. Edwin Regente Ocmin 

 Mr. Walter Chanca Garcia, Coordinator de Comunicaciones 

同席者：東恩納（通訳） 
内 容： 
・ 団長より、訪問目的説明 
 

《組織の概要》 

・ Activos Mineros は、Activos Mineros S.A.C (Sociedad Anómima Cerrado)であり、一般の株式会社と

は異なる。株式は市場に公開されず、特定の機関、組織、会社などのみが株主となれる会社の形

態である。Activos Mineros は国営企業活動基金（FONAFE）が筆頭株主の公的な機関である。 

・ FONAFE は経済財政省の下の機関である。 
・ 旧 CENTROMIN の残した Pasivos の鉱害対策を行うために、2006 年 9 月に設立された。鉱山公社

の民営化の際に、これらの環境負債（Pasivos）は民営化の対象から外された。 

・ 人員は全部で 40 人程度。特に機材は持っていない。対策前の調査や対策工事はコンサルタントに

外注し、Activos Mineros はその監理を行う。 
・ 上記 Pasivos の鉱害対策以外に、オロヤ、ミチキジャイ、セロ デ パスコ、トロモチョ、アルタ

ミナなどの旧 CENTROMIN の鉱区の名義人（Los Titulares Mnero）になっており、これら鉱区へ

の鉱業活動の民間投資の支援も行っている。 
 

《これまでの Pasivos の鉱害対策の例》 
(1) フニン州 
・ オロヤ製錬所周辺の鉛などの土壌汚染の調査。人及び生物、環境への影響を分析中で、2008 年 1

月に調査がスタートし、2009 年 3 月に終了 

・ トロモチョプロジェクトサイトの近くで、ワスカコチャ湖に昔の廃さい堆積場から廃さいが流入

していたので、この廃さい堆積場の覆土、植栽を実施。また廃さい堆積場のかん止堤を整備した。 

・ ヒ素の残存鉱床を覆土。現在モニタリング中。 

(2) パスコ州 
・ ある廃さい堆積場の閉鎖を実施。この鉱山は 1952 年ごろ操業を行っていた。面積は 192ha。これ

は、廃さいに金属が残っており、これを回収するプロジェクトを検討し、今、民間のテンダーを

待っている。 
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・ なお、Pasivos に残っている金属の回収を昔の鉱区の名義人以外の者が行えるように、法律をつく

り、これが法的に可能となった（最高令 059-2005-EM など）。 
(3) セロ・デ・パスコ 
・ 2004 年に閉山した石炭鉱山の下部から酸性の坑廃水が出ている。流量は 75～100L/分。3 つのコ

ミュニティに影響があり、現在調査中である。 

(4) カハマルカ州 
・ PERCAN と協力し、ワルガヨーク地域の 5 ヵ所の Pasivos（廃さい堆積場）の閉鎖を行っている。

現在は雨期で工事は中止。全廃さい量は 25 万 t である。 

・ 堆積場の閉鎖はシートで覆う場合、覆土する場合、GEONET で覆う場合などがある。 

・ ミチキジャイプロジェクトの F/S などで日本の鉱山会社が試掘したボーリング孔の閉鎖。ただし、

鉱害の規模は小さい 
 

《対策工事の手順》 
・ 契約した業者が問題の Pasivos 調査を行う。調査項目は、水文、環境、社会経済面など多くの観

点からである。F/S レベルの Pasivos の鉱害対策計画書を作成し、対策工事の提案を行う。これを

ベースに Pasivos の鉱害対策計画書を作成し、DGAAM に審査を依頼する。 
・ この閉山計画書、Pasivos の鉱害対策計画書に記載すべき事項は、鉱山閉鎖規則令（閉山法の施行

規則）に記載されているが、規模などによらず一律である。また、相当細かく記載しなければな

らず、大部（3～4 冊の書類）になる。 
・ MEM では、閉山計画書の審査手順と同様の手順で、審査を行う。審査の途中経過として、州政

府関係者、コミュニティ、農業協同組合、INRENA などのステークホルダーへの説明会を開催す

る。 
・ すべてのステークホルダーの合意が得られるのには、時間がかかるため、このステップに要する

時間は長い。 
・ 鉱害対策計画書が認められれば、入札により施工業者が選定され、詳細設計、工事の施工となる。 
・ 工事終了後、最低 5 年間は水質等のモニタリングを行う。OSINERGMIN の法規に基づく水質の

モニタリングは、1 年に 2 回（6 ヵ月に 1 度）だが、Activos Mineros は 3 ヵ月に 1 度サンプリング

を行い、分析を行っている。 
・ サンプリングは Pasivos からの廃水と、これが流入する河川の流入前と流入後である。水質基準

は、廃水基準（MLP）と環境基準（ECA）がある。 
・ 問題がなければ、最終的に対策した跡地は国に戻し、政府は環境修復が終わったことを宣言する。 
・ ワスカコチャ地域にある Pasivos のように、鉱害対策が終わったのち、レクリエーション用とし

て使うケースもある。 

・ パスコ県の Pasivos の Quiulacocha-Excelsior は廃さい堆積場の対策がメインであるが、廃さい中に

金属が残存しており、これを回収することにより、対策のコストを軽減しながら、工事を行う方

法で対策を行おうとしており、現在テンダーの準備中である。今は、地元のセロ・デ・パスコ鉱

山を所持し、操業している Volcan 社が興味をもっている。 
 

《資金》 

・ 一般経費は FONAFE からの資金を使っているが、FONAM、PROINVERSION なども融資してく
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れるはずである。 

・ 一方、工事の資金は FIDEICOMISO AMBIENTAL（FIDEICOMISO 環境基金）からの資金を使って

いる。FIDEICOMISO AMBIENTAL は、CENTROMIN が民営化する際に、環境保全に使用される

目的で設立された基金で、当初 2,200 万米ドルの基金があった。 
 

《今後の計画及び希望》 
・ 今後は全国の Pasivos の対策を進めていきたいが、そのためには MEM より Pasivos の優先順位づ

けを早期に行ってほしい。 

・ また、対策の終わったすべての Pasivos の維持管理を行っていきたい。 

・ 自己資金の比率を上げたい。 
・ 旧 CENTROMIN の鉱区の販売を行いたい。 
・ 近年の鉱業の盛況により、カノン税は多額が徴収されており、この一部を鉱害対策に利用できれ

ば対策の資金の余裕が出てくる。 
・ 今、政府は公社の統合を進めており、Activos Mineros も近い将来統合の可能性がある。 
 

《JICA プロジェクトへの期待及びアドバイス》 
・ ペルーの鉱業セクターの鉱害防止の面で、移転を希望する技術としては、酸性坑廃水処理、汚染

源対策の坑口閉鎖法（プラグの適切な施工方法）、廃さいダムのカバー・覆土技術、金属の回収方

法、金属精錬所周辺の土壌汚染対策（Pb、Cd 等）などがあげられる。 
・ 酸性坑廃水処理は、旧松尾硫黄鉱山の廃水処理など日本は進んでいると聞いている。JICA でそれ

らの見学を含む鉱害対策の Study Tour があれば参加したい。 
・ 閉山審査と Pasivos の対策は、それぞれ別の法律があるが、整合性をとってほしい。Pasivos の場

合は計画書を提出し、すぐ対策を行う必要があるが、操業中の鉱山のそれらは、閉山まで対策を

行わなくてもよい。 

・ ある流域に複数の Pasivos がある場合、1 つの Pasivos だけの対策では不十分で、流域ごとに総合

的な対策をとる必要がある。 
 

《その他》 
・ 2005 年に閉山法ができて、鉱区の名義人は 2006 年 10 月 10 日までに、閉山計画書を提出し、2

日以内に MEM は審査を終了することになっているが、1 年以上経っても全部審査されていない。

もともと 2 日で審査するのは無理だった。また、OSINERG に鉱業の監査機能を統合し

OSINERGMIN となったとき、MEM の監査を行うスタッフが OSINERGMIN に異動し、一時的に

スタッフの数が少なくなったことも、閉山計画書の審査が遅れた原因となっている。 
 
[エネルギー鉱業投資監督庁（OSINERGMIN）打合せ] 
日 時：2008 年 12 月 11 日 14:30～16:30 

面談者：Mr. Guillermo Shinno Huamaní, Gerente de Fiscalizacion Minera 
 Mr. Gustavo Delgado Contreras 

同席者：東恩納（通訳） 
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内 容： 

・ 団長より、訪問目的説明 
 

《組織の概要》 
・ 首相府直属の組織で、エネルギーセクター及び鉱業セクターの企業の環境、安全などの監査を行

う組織。もともとは、エネルギーセクターの監査を行っていたが、2006 年に鉱業セクターの監査

も行うことになった。 
・ 操業中の鉱山・精錬所（Activos）を MEM が承認した PAMA、閉山計画書どおりに操業・対策が

実施されているか監査を行う。また、保安に関する項目もチェックを行うことである。また、探

査段階のプロジェクトの種々の環境影響評価が、評価書に記載されているかどうかも監査を行う。 
・ 操業中の鉱山は、大規模（処理量 5,000t/日以上）、中規模（処理量 350～5,000t/日）の約 80 社の

監査を行っている。閉山計画書は、まだ承認されているものが少なく、ほとんど監査に入ってい

ない。現在ペルー全土で、約 350 探査プロジェクトが行われているが、その 10％を OSINERGMIN
が、環境面、労働災害などをチェックしている。 

・ なお、小規模（処理量 25～350t/日）の鉱山の監査は、州政府のなかにある鉱業を管理している組

織（DREM）が管理・監査を行っているはずだが、彼らには活動の資金がなく、ほとんど管理は

行われていないと思う（注：処理量 25t/日以下の鉱山は零細鉱山と定義されている）。 
 

《監査業務の実際》 
・ OSINERGMIN の鉱業セクターの監査を行うスタッフは 25 人ほどである。実際の現場での調査は

契約した業者（調査会社/コンサルタント）が行う。 
・ 大部分の坑内の換気、堆積場の管理のチェックは OSINERGMIN のスタッフが行う。なぜならば、

ペルーの鉱山では、換気不良による鉱山労働者の死亡事故が多く、地震による堆積場崩壊の危険

性が高いからである。 

・ 契約する業者は、15 社ほどで、約 100 人の調査者を使っている。 
・ 従来は法的な面の監査が中心であったが、現在は技術的な面の監査に重点が移っているが、監査

できるスタッフの数が多くなく、またその能力も高くはない。研修、教育などの機会があれば受

けさせている。 
・ 契約する業者のスタッフのレベルも高くなく、彼らの教育も行った。 
 

《罰金、権限》 
・ 強制捜査など多くの権限をもっている。違反した場合は、罰金を企業に科す。それでも従わない

場合は、告訴もできる。告訴段階になると、OSINERGMIN を離れ、警察、検察の担当となる。 
・ 罰金の額は、対策を実施した場合より高額にすべきで、罰金の増額の検討を行い、新しい罰金額

の表を作成した。 

・ 実際の罰金の例は、OSINERGMIN のホームページで見ることができる。 
 

《閉山対策後の監査》 
・ 閉山審査が進んでいないので、まだ監査は実施していない。 

・ 閉山審査のチェック点、ガイダンスは PERCAN でつくったものがある（スーパーバイザーのため
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のガイダンス）。 
 

《新設された環境省との関係》 
・ 環境省はまだつくられたばかりで、まだ具体的な活動を始めていない。OSINERGMIN から、“鉱

業セクターの環境面の監査は OSINERGMIN に任せて、環境省は廃棄物・植林・大気汚染・有害

物質管理などの新しいテーマを担当したらいかがか”という提案をしたが、これに対する回答は

ない。 
 

《水質基準について》 

・ 鉱山、精錬所の排水は、2 つの基準（MLP と ECA）で管理されている。 
MLP（Límites Maxímos Permisibles、最大許容基準）：排水基準に相当 
ECA（Estándard de Calidad Ambiental、環境の質の基準）：環境基準に相当 

・ モニタリングするのは、排水、排水が流入する河川の流入点の前及び後の 3 ヵ所。排水は MLP
以下にしなければならない。また、排水の流入点の後では、ECA 以下にする必要がある。 

・ 保健省のDIGESAは排水の上乗せ基準を設定する権利があり、坑排水についてもその権利がある。 

・ 最近、DGAAM は鉱業の新しい排水基準をつくり、告示した。金属など従来は溶解金属濃度が基

準値であったが、新しい基準ではトータルとなり、更に厳しくしてきている。 

・ 鉱業活動からの排水の基準は MEM が策定していたが、今後は環境省が排水基準・環境基準の設

定を行う権利をもつようになるとのことで、MEM がつくった既存の基準値は、同じ値だが、今

一度環境省から告示などで示されることになる予定である。 
 

《その他》 
・ 義務者不在の Pasivos は数も多く、汚染がひどい。 
・ Activos Mineros は資金が少なく（1,000 万米ドルぐらいしか資金がないのでは）、鉱害対策に積極

的ではない。 
・ この 2、3 年金属価格が高騰し、民間鉱山会社の活動も活発化。また民間会社は給与が高く、MEM

などのスタッフの多くが移るなど、優秀な人材が不足している。OSINERGMIN、Activos Mineros

もこのような傾向にあり、OSINERGMIN では、組織の強化、人材の能力向上に苦労している。 
・ JICA が検討している調査は、ペルー鉱業界にとって重要なテーマであり、ぜひ実施してほしい。 
 

[エネルギー鉱山省（MEM）次官説明] 
日 時：2008 年 12 月 12 日 10::30～12:00 

面談者：Mr. Felipe Isasi, Vice Minister of Mines 
Ing. Alfredo Rodriguez Munoz, Director General de Mineria, 他 2 名 

同席者：阪本 MEF 円借款総合調整アドバイザー、中村所員、杉田所員（ペルー事務所）、東恩納（通

訳） 

内 容： 
・ 昨日、日本大使、JOGMEC 副総裁が MEM 大臣を訪れ、JOGMEC 専門家派遣に関する協定に署名

した。これで、JOGMEC の協力範囲が決まったが、柔軟性のある内容となっている。JICA 調査

に対し、迅速に応えられず申し訳ないが、2 つの懸念がある。1 つは JOGMEC と JICA の努力の
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重複。もう 1 つはわれわれだけでは能力強化できないことに対して協力を受けたいということ。

この 2 つのポイントさえ明確になれば署名は問題ない。 
・ 現在のステージは案件採択前の状態。したがって、この M/M は協力の大きな枠組みに関する内

容であり、その枠組みを明確にすることが本ミッションの目的。本格調査の詳細については、MEM
にて JICA の協力のニーズを見極めて頂いたうえで決めたい。（団長） 

・ 基本的にはPasivos対策は JOGMEC専門家、操業中の鉱山の閉山計画は JICAという理解。PERCAN
の活動計画についても明確にする必要がある。また、閉山計画審査の能力強化に関する詳細はこ

れから詰めるという理解。日本の協力で最も有効なのは技術の部分への協力と考えている。また、

日本の行政手続きについては知らないが、先進国はプロセスの迅速化等の経験をもっており、そ

のような部分で学べることがあると思う。 
・ 日本にも改善の余地はたくさんあるが、日本では民間を中心に省力化、コストダウン等の考えが

育まれている。日本の行政も民間の歩みに近づこうというところがある。行政と民間は同じでは

ないが、学ぶところはある。JICA の調査で重要なのは、調査団と C/P が一緒に作業することで、

様々な改善点を見つけていくことが有効と考えている。これには情報の共有方法や手続きに関す

るものがあるだろうが、そのうえで、技術的な部分をしっかりと盛り込んだ協力が可能と考える。

ペルーと日本は温泉や地震が多いことも共通しており、堆積場の設計などにも参考にできるとこ

ろがあるだろう。（団長） 

・ MEM 内で調整し、1 月 12 日までには署名ができるようにする。 
 

[JICA ペルー事務所報告（その 1）] 

日 時：2008 年 12 月 12 日 14::30～15:10 
面談者：斎藤一等書記官（日本大使館）、阪本 MEF 円借款総合調整アドバイザー、中村所員、杉田所

員（ペルー事務所） 

内 容： 

・ 調査団より[鉱害]の調査結果報告 
 

[JICA ペルー事務所報告（その 2）] 

日 時：2008 年 12 月 12 日 15:10～15:40 
面談者：斎藤一等書記官（日本大使館）、石田所長〔独立行政法人日本貿易振興機構（JETRO）〕、阪本

MEF 円借款総合調整アドバイザー、中村所員、杉田所員（ペルー事務所） 
内 容： 
・ 調査団より[地熱]の調査結果報告 
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３．収集資料リスト 

法令･基準･統計資料 

 鉱山閉鎖規則令（和訳） 
 Ley Organica del Registro Publica de Mineria （鉱区の登録に関する法律） 
 Ley General del Ambiente Ley No.28611 
 Ley General de Aguas Decreto Ley No.17752 (1969) 
 Aprueban los Estandares Nacionales de Calidad Ambiental para Agua, Decreto Supremo No. 

002-2008-MINAM 
 Aprueban los Estandares de Calidad Ambiental para Aire, Decreto Supremo No. 

003-2008-MINAM 
鉱害対策関連資料 

 El PROBLEMA DE LA CONTAMINACION AMBIENTAL MINERA EN EL PERU: SITUACION 
ACTUAL Y AGENDA PENDIENTE 

 PROYECTO DESARROLLO DE ESTRATEGIAS DE GESTION INTEGRAL PARA LA 
REMEDIACION DE PASIVOS AMBIENTALES MINEROS A CARGO DEL ESTADO 

 SEGUNDA CONFERENCIA INTERNACIONAL DE PASIVOS AMBIENTALES MINEROS 
(CD-ROM) 

 CURSO DE ESPECIALIZACION EN CIERRA DE MINAS Y PASIVOS AMBIENTALES MINEROS 
(CD-ROM) 

 GECO 
 POLITICA AMBIENTAL MINERIA EN EL PERU 
 ANEXOⅠ TABLA DE CONTENIDO DEL PLAN DE CIERRA DE MINAS 
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